




〈研究目的〉

助産婦は、かつては地域に根ざし,地域の母子保健の担い手として,期待され推進に貢献し

てきた。現在では、病院等施設での出産が定着し助産婦の多くは施設で働くようになり、

地域で独自に活動するという事が少なくなった。このように、助産婦の働く環境の変化,

そして母子を取り巻く環境の変化は、様々な形で変化に対応していく必要性がでてきてい

るといえよう。そこで本研究では、妊産褥婦のニーズの実態を明らかにすると共に助産婦

が今後、地域母子保健にどのように貢献ができるかを検討する目的で調査を行った。


